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○八代市働く婦人の家条例施行規則 

平成１７年８月１日 

規則第１３６号 

改正 平成１８年３月３１日規則第２５号 

平成２０年６月３０日規則第３７号 

令和５年３月２４日規則第１１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、八代市働く婦人の家条例（平成１７年八代市条例第２０４号。以下「条例」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（利用手続） 

第２条 個人で働く婦人の家を利用しようとする者は、利用しようとする日の３月前から当該利用しよ

うとする日の前日まで（当該期間の初日又は末日が休館日に当たるときは、初日にあってはその日後

において最初の休館日でない日とし、末日にあってはその日前において最初の休館日でない日とす

る。）に、働く婦人の家利用許可願簿（様式第１号）に所要の事項を記載して、市長の許可を受けな

ければならない。 

２ 市長は、前項の利用許可願簿に記載された事項を審査し、利用の許可を決定するものとする。 

３ 団体で働く婦人の家を利用しようとする場合は、その責任者が働く婦人の家利用許可願（様式第２

号）を市長に提出し、その許可を受けなければならない。 

４ 前項の利用許可願は、利用しようとする日の３月前から当該利用しようとする日の前日まで（当該

期間の初日又は末日が休館日に当たるときは、初日にあってはその日後において最初の休館日でない

日とし、末日にあってはその日前において最初の休館日でない日とする。）に提出しなければならな

い。ただし、市長がやむを得ない理由があると認めるときは、この限りでない。 

５ 市長は、第３項の利用許可願を審査し、利用の許可を決定したときは、働く婦人の家利用許可書

（様式第３号）を交付するものとする。 

６ 前項の規定により利用の許可を受けたものが、働く婦人の家を利用するときは、受付に利用許可書

を提出しなければならない。 

（遵守事項） 

第３条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

（１）許可を受けないで物品を展示し、販売し、又はこれらに類する行為をしないこと。 

（２）利用した設備、備品等は、原状に復して整理整頓すること。 

（３）所定の場所以外で飲食し、又は火気を使用しないこと。 

（４）許可を受けないで、印刷物等を掲示し、又は配布しないこと。 

（５）他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。 

（指定管理者による管理） 

第４条 条例第１２条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合における第２条の規定の適用につ

いては、同条中「市長」とあるのは、「指定管理者」とする。 

（委員会の構成） 

第５条 八代市働く婦人の家運営委員会（以下「委員会」という。）の委員は、学識経験を有する者、

関係行政機関の職員、当該働く婦人の家を利用する勤労女性の代表者その他市長が特に必要と認める

者をもって構成する。 

（委員会の職務） 

第６条 委員会は、次に掲げる事項について審議する。 

（１）働く婦人の家の運営方針に関すること。 

（２）働く婦人の家の利用の普及に関すること。 

（３）その他市長が必要と認めること。 

（委員長及び副委員長） 

第７条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会議の議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第８条 委員会の会議は、必要に応じ委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決するところによる。 

（その他） 



2/3 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１７年８月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の八代市働く婦人の家の設置及び管理に関する条例施行

規則（昭和５７年八代市規則第１４号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則

の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成１８年３月３１日規則第２５号抄） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年６月３０日規則第３７号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（令和５年３月２４日規則第１１号） 

この規則は、公布の日から施行する。 
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様式（省略） 

 


